
避難所生活体験学習実施計画

平成２３年８月５日

１ 目 的

（１）避難所宿泊体験を通して、避難所生活のルールやマナーなど集団行動を学習する

とともに、東日本大震災による被災者の苦労する思いを知る。

（２）地震防災に関する知識や心得について、体験学習を通して深める。

（３）避難所本部運営及び保護者や地域の方と共に体験するグループ活動を通して、学

校（生徒・保護者・教職員）と地域が一体となって避難所生活の運営ができるよ

うにシミュレーションする。

２ 実施日時 平成２３年８月１７日（水）午後 ３時から

平成２３年８月１８日（木）午前１０時３０分まで（１泊２日）

３ 会 場 掛川市立栄川中学校 体育館 他（グラウンド、教室）

４ 参 加 者 生 徒：１年生４１人、２年生３４人、３年生３８人 合計１１３人

保護者：１０１人（延数）

教職員： １２人（県費事務職員を除く）

防災会： ３６人（東山口地区自主防災会）

５ 指導教員 校長、教頭、教務、学年主任、生徒指導主事、養護教諭、学級担任

６ 準 備 物 毛布１枚（もしくは寝袋）、洗面用具、着替え（体育着、下着類）、

タオル２枚、懐中電灯、通学用ナップザック、水筒（お茶）、

給食用コップ、虫除け対策(虫除けｽﾌﾟﾚｰなど火を使わない物 ※蚊取り線香は不可)

スーパー袋（持ち帰り用ゴミ袋）

※寝床の下に敷く段ボールまたはキャンピング用マット

７ 経 費 ＰＴＡ予算より

８ 学習内容（ＰＴＡ・市役所・自主防災会の御支援をいただき運営する。）

No 項 目 対象となる者 主 導 者

１ 各戸・地域からの避難 生徒・保護者・地区防災委員 PTA･各自治区

２ 避難所本部設置・運営組織の確立 市職員・地区防災委員 市職員

救護訓練(心肺蘇生・ＡＥＤ) 生徒・教職員

３ 物資の管理・運搬・配給 生徒・保護者・地区防災委員 市職員・教職員

４ 炊き出し 生徒 地区自主防災会

※市からアルファー米200食 ＰＴＡ

５ 避難所生活のルール・マナー 参加者全員 市職員

※体育館への宿泊体験 地区自主防災会

６ 防災教育(東日本大震災から学ぶ) 生徒・保護者・希望する地域の方 教職員･市職員

７ その他体験学習 生徒・保護者・希望する者 市職員

・心肺蘇生 ・プール水濾過 地区自主防災会

・担架づくり体験 ・起震車体験

・三角巾づくり体験 ・ＡＥＤ



９ 運営及び連絡調整に関する計画

（１）ＰＴＡ及び自治区（自主防災会）等への外部連絡(教頭・校長)

（２）栄中学区防災連絡協議会（校長・教頭）･････７月２０日（水）１９時開催

（３）体験学習内容詳細の検討（校長・教頭・教務・生徒指導・養護教諭）

（４）経費に関する検討（校長・教頭・事務主査）

１０ 運営組織

本 部 ＜体育館卓球室＞

○自主防災会（各地区自主防災会長）

○市職員（支部防災員・市民安全課）

○学 校（校長･教頭･生徒指導主事･養教）

①避難会場管理 ②配給炊出し ③救護援助 ④体験活動Ⅰ ⑤体験活動Ⅱ

◎本部 ◎ＰＴＡ ◎市職員 ◎自主防災会 ◎ＰＴＡ･学校

○自主防災会 ○自主防災会 ○学校 ○ＰＴＡ ○市職員

・会場づくり ・炊き出し ・心肺蘇生 ・プール水濾過 ・ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝづくり

・発電機 ・資材運搬等 ・ＡＥＤ ・三角巾･担架づくり ・起震車体験・トイレづくり

Ｇ①３年 ８人 Ｇ②３年 ８人 Ｇ③３年 ８人 Ｇ④３年８人 Ｇ⑤３年６人

Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人

Ｇ⑥２年 ７人 Ｇ⑦２年 ７人 Ｇ⑧２年 ７人 Ｇ⑨２年７人 Ｇ⑩２年６人

Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋１人

Ｇ⑪１年 ８人 Ｇ⑫１年 ８人 Ｇ⑬１年 ９人 Ｇ⑭１年８人 Ｇ⑮１年８人

Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人 Ｇ①から＋２人

自主防災会への協力依頼

地 区 支援内容 地 区 支援内容 地 区 支援内容

支援番号 ５ ２ ３ ４ 支援番号 ５ ２ ３ ４ 支援番号 ５ ２ ３ ４

宮村 2~3名 伊達方 2~3名 木割 2~3名

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

海老名 2~3名

～ ～ ～

新田 2~3名

～ ～ ～

千羽 2~3名

～ ～ ～

東 ３ ３ ３ 中 ３ ３ ３ 西 ３ ３ ３

影森 2~3名 名 名 名 本所 2~3名 名 名 名 山鼻 2~3名 名 名 名

塩井川原 2~3名 原子 2~3名 牛頭 2~3名

寺ｹ谷 2~3名 池下 2~3名

支援番号 支援内容及び参加人数

１ ①本部として、運営マニュアルについて確認する方（自主防災会長の代表等２名）

２ ②配給炊き出し支援員として、参加される方(14地区から2~3名参加される中で､東中西の各地区から2~3名)

３ ④体験活動Ⅰの支援員として、参加される方(14地区から2~3名参加される中で､東中西の各地区から2~3名)

４ ⑤体験活動Ⅱの支援員として、参加される方(14地区から2~3名参加される中で､東中西の各地区から2~3名)

５ 東日本大震災の報告会及び避難所宿泊体験する方（東山口14地区の各地区から2~3名）

★その他 プール水濾過器や炊き出し用の釜など、必要となる物品は別途地区から借用する。

借用物品及び借用数については、自主防災運営連絡会議までに明らかにする。



１１ 日程

【１日目】

日 タイムテーブル 活 動 内 容 主 導 者

15:00～15:20 ※出席確認（生徒・保護者・自主防災会等） 学校･PTA役員

避難所生活訓練 開会式（体育館） 本 部

１）校長挨拶 学校代表

２）自主防災会・市職員等の紹介 自主防災会長

３）訓練の目的・日程の説明 市職員代表）

４）その他

15:20～15:30 グループ別会合（出席者の確認） 自主防災会

①避難所会場づくり班 ②炊き出し班 ＰＴＡ

③救護班 ④支援活動Ⅰ班 ⑤支援活動Ⅱ班 本部 学校

15:30～15:40 各生徒班長・自主防災会担当から本部への報告

15:30～17:30 グループ体験活動Ⅰ 自主防災会

①全体参加人数（生徒・保護者・地区等）を確 市職員

17 認し、体育館内の地区別スペースづくりを実 ＰＴＡ

日 施する。(寝泊まりできるｽﾍﾟｰｽ確保) 【体育館北側】 学校

（

②炊き出し（ｱﾙﾌｧｰ米）【体育館外西側駐車場】 本部

水 ③心肺蘇生・AED使用訓練【体育館南側】

）

④自主防災会（本部）による活動【体育館北側･ｽﾃｰｼﾞ】

17:30～17:45(片付け) ⑤ＰＴＡ（本部）による活動【体育館北側】

17:45～18:10 避難所会場全体会Ⅰ（地区ごとに整列） 学校・本部

１）各グループからの報告（生徒の代表）

２）ＰＴＡ会長挨拶

３）今後の予定確認・注意事項

17:45～19:15 ※起震車体験(保護者･地区自主防災会の方々を中心に)

18:10～19:15 夕食・休憩（体育館内にて休憩）・片付け 全体

18:45～19:15 本部会（本日の反省点及び明日の予定の確認） 本部

19:15～21:00 避難所会場全体会Ⅱ 学校・本部

１）東山口地区理事区長挨拶 市職員

２）広域避難所支部長挨拶 ＰＴＡ

３）東日本大震災の状況報告・避難所生活につ 自主防災会

いて（体育館にて参加者全員が報告を聞く） 本部

４）本部より（本日の反省及び明日の予定）

21:00～22:00 就寝準備（地区ごと点呼・人員確認） ＰＴＡ(保護者)

22:00 体育館消灯（生徒・保護者の活動終了） ＰＴＡ(保護者)

22:00～22:30 各団体打合せ（学校・自主防災会・市・ＰＴＡ） 本部

22:30～23:00 校内見回り点検・就寝 学校



【２日目】

6:00 起床 全体

6:00～ 7:30 炊き出し・準備等他 自主防災会

朝食・片付け ＰＴＡ・学校

7:30～ 8:00 地区別避難所集会（ﾏﾅｰとﾙｰﾙ、共通理解事項等の確認） 自主防災会

18 本部反省会（マニュアルの改善点等の確認） 本部・学校

日

（

8:00～ 8:30 グループ体験活動Ⅱ 市職員・学校

木 8:30～ 9:00 １）起震車体験 ２）担架づくり体験 自主防災会

）

9:00～ 9:30 ３）三角巾づくり体験 ４）心肺蘇生体験 ＰＴＡ

9:30～10:00 ５）トイレづくり体験

※５グループに分かれて体験する。

10:00～10:30 避難所生活訓練 閉会式（体育館） 本部・学校

１）各グループからの報告 自主防災会

２）各地区からの報告 ＰＴＡ

３）指導講評（教頭）

１２ 担 当（分担）

区分 担 当 者 内 容 連絡･準備

校 長 ・避難所生活体験活動全体運営管理 外部組織との連絡調

学校 ・自主防災会等の外部組織及びＰＴＡ役 整(市役所･自主防災会･PTA等)

員との接遇

・安全確認（生徒･教員･PTA･地区･他） アルファー米の依頼

・開会式挨拶など 釜＆釜戸の依頼

□①⑤活動担当 □本部宿泊(夜間体育館管理) 水濾過器の依頼

教 頭 ・避難所生活体験活動全体運営管理 外部組織との連絡調

・自主防災会等の外部組織及びＰＴＡ役 整(市役所･自主防災会･PTA等)

員との連絡調整 薪の準備

・安全確認（生徒･教員･PTA･地区･他） パーテションづくり

・閉会式指導講評など 用段ボールの準備

□⑤①活動担当 □職員室宿泊(夜間校舎内管理) 出欠名簿の準備

教 務 ・運営に関する時間調整(生徒指導と連携) 本部との連絡調整

・各式の司会(開閉式、全体会など) 消防隊員の準備支援

・校舎内管理（職員室・保健室・教室等）

・避難所ゲーム（研修で学んだ取組） 避難所ゲームの準備

□③活動担当 □職員室宿泊(夜間管理)

生徒指導 ・生徒の活動全般における生活安全指導 アルファー米の確認

・運営に関する時間調整（教務と連携） カンパンの確認

・避難所となる体育館全体指導(宿泊) 釜＆釜戸の確認

□②活動担当 □体育館宿泊（全体指導） 薪の準備・確認

養護教諭 ・生徒の健康安全における保健指導 消防署との連絡

・宿泊時の女子指導 消防隊員の準備支援

・心肺蘇生及びＡＥＤの活動支援

□③活動担当 □本部宿泊(保健指導)



ＰＴＡ会長 ・ＰＴＡ役員への呼びかけ 竹の準備(10本)

・ＰＴＡ参加者の活動全般における生活 パーテションづくり

安全指導 用の段ボールの確認

・パーティーションづくりの指導支援

Ｐ □⑤活動担当 □体育館宿泊(○○地区)

Ｔ

Ａ 副会長 ・ＰＴＡ役員への呼びかけ 毛布や段ボールなど

理 ・ＰＴＡ参加者の活動全般における生活 の準備

事 安全指導 竹の確認

役 ・担架や三角巾づくりの指導支援

員 □④活動担当 □体育館宿泊(東山地区)

副会長 ・ＰＴＡ役員への呼びかけ 炊き出し用の釜・釜

・ＰＴＡ参加者の活動全般における生活 戸の確認

安全指導 アルファー米の確認

・炊き出しの指導支援 カンパンの確認

□④活動担当 □体育館宿泊(日坂地区) テント設営

研修部長 ・ＰＴＡ役員への呼びかけ 炊き出し用の釜・釜

・ＰＴＡ参加者の活動全般における生活 戸の確認

安全指導 アルファー米の確認

・炊き出しの指導支援 カンパンの確認

□②活動担当 □体育館宿泊(○○地区) テント設営

育成部長 ・ＰＴＡ役員への呼びかけ 炊き出し用の釜・釜

・ＰＴＡ参加者の活動全般における生活 戸の確認

安全指導 アルファー米の確認

・炊き出しの指導支援 カンパンの確認

□②活動担当 □体育館宿泊(○○地区) テント設営

環境部長 ・ＰＴＡ役員への呼びかけ パーテション用の段

・ＰＴＡ参加者の活動全般における生活 ボールの準備・確認

安全指導

・パーテションづくりの指導支援

□⑤活動担当 □体育館宿泊(○○地区)

学年委員長代表 ・ＰＴＡ役員への呼びかけ 毛布や段ボールなど

・ＰＴＡ参加者の活動全般における生活 の準備

安全指導 竹の確認

・担架や三角巾づくりの指導支援

□④活動担当 □体育館宿泊(○○地区)

東 理事区長 ・各自主防災会への連絡調整

山 ・避難所運営マニュアルの見直し

口 ・全体会Ⅰでの挨拶

地

区 自主防災会 ・水濾過器の準備及び設置と生徒への操 水濾過器の運搬設置

作指導 釜・釜戸の運搬設置

・釜と釜戸の準備及び設置と炊き出しの

支援

・避難所への宿泊

・避難所運営マニュアルの見直し

そ 未定 ・消火活動訓練 水消火器の準備

の 鈴木事務主査 ・総合保険の加入申込 保険会社への手続き

他



１３ 会場図

（１）地区割図
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（２）体験活動場所割振図

ステージ

本 部

パーテションづくり

トイレづくり ﾌﾟｰﾙ水

濾過体験

倉

庫

担架・三角巾づくり

倉
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き 女

WC 救急救命

出

男 心肺蘇生・ＡＥＤ

し WC

※起震車については、職員駐車場付近に駐車し、体験活動を実施する。



（３）宿泊場所割振図

ステージ

３年女子 ２年女子 １年女子

夜間本部

女性保護者 女性保護者 女性保護者

２～３名 ２～３名 ２～３名 校長

生徒指導

倉 女性職員（岩井・後藤・平岡・相羽） 自主防災会担当

庫 市役所職員

倉 男性職員（高塚・藤原・萩原）

炊 庫

き 女

WC １年男子 ２年男子 ３年男子

出

男 保護者１～２名 保護者１～２名 保護者１～２名

し WC

自主防災会


